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多⽥雅史

件名: 全国ベンゾジアゼピン薬害連絡協議会（BYA) 【情報　Vol.２０３】

各位（本情報提供メールは当会会員、協力弁護士、協力医、報道機関、医療過誤団体、野党政党等の約 400
カ所へ BCC 送信しています） 
 
全国ベンゾジアゼピン薬害連絡協議会（BYA）の多田雅史です。 
本メールはベンゾジアゼピン（BZD）関連情報をお送りしています。 
⑴ 新規の情報提供希望者が身近におられた場合、BYA－HP の「お問合せ」をご紹介ください。 
  https://www.benzodiazepine-yakugai-association.com/ 
⑵ 有用な情報をお持ちの方は本メールに返送してお知らせください。皆さんに情報提供します。 
⑶ 情報の中で｢拡散すべき情報｣があれば、皆さんの判断で自由に｢転送･SNS 拡散｣してください。 
 
【目次】 
１．厚労省の行政文書の開示請求中 
２．大麻で大学生ら１０人摘発、譲渡や所持疑い 静岡県警と清水署（添付） 
３．「指吸」という名字の由来（添付） 
４．BYA 情報提供書の送付（添付） 
５．PMDA 医薬品副作用被害救済制度への申請資料（追加分） 

６．名古屋ベンゾジアゼピン医療過誤訴訟の原告側証拠リスト（添付） 
 
【記事】 
１．厚労省の行政文書の開示請求中 
⑴過去４年分の「711 陳情」の記録 
⑵国内の精神科での死亡患者数の統計（可能な限り過去分も） 
上記２件の開示を電子申請中。開示され次第、本 HP で公開予定。 
 
 
２．大麻で大学生ら１０人摘発、譲渡や所持疑い 静岡県警と清水署（添付） 
https://www.at-s.com/news/article/social/shizuoka/772287.html 
以下引用 
『営利目的で大麻を譲渡や所持したなどとして、清水署と県警薬物銃器対策課は２日までに、大麻取締

法違反などの疑いで静岡市在住の１６～２４歳の男女１０人を摘発した。このうち大学生が６人。同署

などは学生ら若者の間で大麻がまん延していた可能性があるとみて調べている。』 
 
国内では大麻等の違法薬物の蔓延が進んでいる。これに呼応して、NCNP 松本俊彦は「日本国内におけ

る違法薬物の非刑罰化・自由化」を、再三、提唱している。 
 
 
３．「指吸」という名字の由来（添付） 
NHK 番組のお名前を見ると、「指吸」という奇妙な苗字の由来が紹介されていた。 
「税理士法人等の“ゆびすいグループ”」 
https://www.yubisui.co.jp/ 
以下、上記会計事務所（所員 274 名の大事務所）の HP から引用 
『「指吸」という珍しい姓の由来は、「渇しても盗泉の水を飲まず」という心意気を示したものと言われて

いる。指吸家の初代・善兵衛が、堺切っての大きな魚問屋を築き上げ苗字帯刀を許されたときに、「食べ

るものがなければ、指をしゃぶって辛抱してでも不正不義はせぬ」という家訓を、「指吸」という姓は象
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徴しているようである。』 

 

それに引き換え、現代の一部の医療者が、「医原性疾患のベンゾジアゼピン薬害」を隠蔽するために、い

かに不正行為を繰り返しているか。 

当会は、「不正不義」は行わず、「正義・大義」を実行している。 
 
 
４．BYA 情報提供書の送付（添付） 
当会は以下へ情報提供書を郵送した。 
 Healing & Recovery Institute 所長 水澤 都加佐 様 
内容は、NCNP の松本俊彦医師が提唱する「日本国内における違法薬物の非刑罰化・自由化」に対して、

強く反対し、また、同医師が全否定する「ベンゾジアゼピン薬害」の啓発を求めたもの。詳細は添付資料

参照。 

 

 

５．PMDA 医薬品副作用被害救済制度への申請資料（追加分） 

申請中の PMDA から問い合わせがあった追加資料として、提出した。 
 
 

６．名古屋ベンゾジアゼピン医療過誤訴訟の原告側証拠リスト（添付） 
⑴甲Ａ号証（診断書等）：90 件 
⑵甲Ｂ号証（医学文献等）：457 件 
⑶甲Ｃ号証（その他の証拠）：109 件  
以上合計 656 件を提出した。ご参考に。全資料が保存されている。 
 

全国ベンゾジアゼピン薬害連絡協議会 多田雅史 


